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ボイスレコーダー
取扱説明書

400-SCNICR4BK

この度はボイスレコーダー「400-SCNICR4BK」（以下本製品）をお買い上げいただ
き、誠にありがとうございます。この取扱説明書では、本製品の使用方法や安全にお
取扱いいただくための注意事項を記載しています。ご使用の前によくご覧ください。
読み終わったあともこの取扱説明書は大切に保管してください。
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①ボイスレコーダー
②充電用USBケーブル
③イヤホン

１台
1本
1個

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・

④イヤーパッド
⑤取扱説明書・保証書（本書）

4個
１部

セット内容

お使いになる前に、セット内容がすべて揃っているかご確認ください。万一、足りない
ものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。

最初にご確認ください

安全にお使いいただくためのご注意(必ずお守りください)

3.操作方法

2.各部の名称

1.動作環境

●分解、改造はしないでください。〈火災、感電、故障の恐れがあります〉
　※保証の対象外になります。
●水などの液体に濡らさないでください。〈火災、感電、故障の恐れがあります〉
●本体に異常がある場合は使用を中止してください。〈火災、感電の恐れがあります〉
●小さな子供のそばでは小さな部品の取外しなどの作業をしないでください。
　〈小さい部品を飲み込む危険性があります〉
●ケーブルが傷んだ際は、使用を中止してください。〈火災、感電の恐れがあります〉
●本体やケーブルの上に重いものを載せないでください。〈火災、感電、故障の恐れがあります〉

●次のようなところで使用しないでください。
　⑴直接日光の当たる場所
　⑵湿気や水分のある場所
　⑶傾斜のある不安定な場所
　⑷静電気の発生する場所
　⑸通常の生活環境とは大きく異なる場所
●ケーブルを抜く際は、ケーブル部分を引っ張らないでください。〈火災、感電、故障の恐れ
があります〉
●音量を上げすぎないでください。周囲の迷惑になるだけでなく、長時間続けて聴くと聴
力に悪い影響をおよぼす恐れがあります。

■お手入れについて
⑴清掃する時は電源を必ずお切りください。
⑵機器は柔らかい布で拭いてください。
⑶シンナー・ベンジン・ワックスなどは使わないでください。

本体の左側面にあるmicroSDスロットに
microSDカード（別売り）を挿入します。
※microSDカードがなくても使用できます。

4.メディアの接続

スイッチ・ボタン

電源スイッチ

機能
電源ON
電源OFF

録音開始
録音を停止し、保存します

録音ファイルの再生・一時停止、決定

電源OFFの時/電源ON

電源ONの時/電源OFF

停止中にフォルダ切替え

再生中/曲戻し・音量を上げる
一時停止・停止中/上移動

再生中/曲送り・音量を下げる
一時停止・停止中/下移動

停止中に設定メニューを表示します

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがあります。
本書に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。

絵表示の意味

! 警告

! 注意

! 警告 人が死亡または重傷を負うことが想定される危害の内容

「指示」に従って実行しなければならない内容を示しています。

! 注意

指示

人がけがを負う可能性、または物的損害の発生が想定される内容

行ってはいけない「禁止」行為の内容を示しています。禁止

〈左側面〉

〈左側面〉

〈正面〉

〈上面〉

〈右側面〉
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❸
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❼ ❽

❾

USB TypeCポート
microSDスロット
電源スイッチ
イヤホンジャック

❶
❷
❸
❹

マイク
液晶
停止/戻るボタン
メニュー・フォルダで切替え
再生/一時停止/決定ボタン
スピーカー

❺
❻
❼
❽
❾

録音スイッチ
上ボタン
下ボタン
音量調節ボタン
削除ボタン※欠品や破損があった場合は、品番（400-SCNICR4BKなど）と

　上記の番号（①～⑤）と名称（充電用USBケーブル）をお知らせください。
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録音スイッチ

メニューボタン

上ボタン

下ボタン

再生/一時停止
/決定ボタン

上にスライド
下にスライド

上にスライド
下にスライド

再生を停止、一つ前の項目に戻る停止戻るボタン 短押し

再生中・一時停止・停止中/
音量調節（音量調節の画面に入って、その後
音量アップ・ダウンボタンで調節する）

音量調節ボタン 短押し

停止中/削除メニューを表示削除ボタン 長押し

短押し
電源スイッチが
上にスライドして
いる状態で長押し

長押し

短押し

短押し

短押し

操作

※本製品は一部の機能を除き、パソコンに接続せずに使用することもできます。
●Windows搭載(DOS/V)パソコン・タブレット ●Apple Macシリーズ
■ 対応機種：Windows 11・10・8.1・8
　　　　　  macOS 13・12・11、macOS 10.12～10.15
■システム要件：USBポートに1つの空き

端子面を前面にして
挿入してください。

＜別売り＞
microSDHCカード・microSDカード（T-Flash）
※メディアによっては対応しない場合もあります。

※4～64GBまで対応。
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再生・録音

OK

M

無操作自動
録音品質
分割録音
モニター録
メモリ選択

再生・録音

OK

ラジオ

OK

音楽

OK

設定

OK

日期/時間

ボタン

ボタン

【無操作自動オフ】
無操作時に自動的に電源がオフになる時間を「5分」「15分」「30分」「60分」
から選択します。

【録音品質】
録音の品質を「PCM」「NC」「HQ」「LQ」から選択します。
●PCM：1536kbps/48kHz（WAV）
●N　C：256kbps/8kHz（WAV）
●H　Q：192kbps/32kHz（MP3）
●L　Q：128kbps/32kHz（MP3）
※NCモードではノイズを低減します。

【分割録音】
長時間録音した際にファイルを自動的に分割する時間を「オフ」「30分」「60分」
から選択します。

【モニター録音】
オンにすると、録音中にイヤホンをつけると
録音中の音声をイヤホンで聴くことができます。

【メモリ選択】
データの保存先を「内部」「マイクロSD」から選択します。

【操作音】
操作音を「オン」「オフ」から選択します。

【バックライト】
バックライトの点灯時間を「30秒」「常時オン」から選択します。

【システム】
「メモリの使用状況」「本体バージョン」を確認できます。

【設定初期化】
「フォマット」を選択すると、工場出荷時の設定状態にリセットされます。

【録音データの初期化】
「内部初期化」「SDを初期化」のどちらかを選択し、「確定」を選択すると保存先の
データが消え、初期化されます。

5.充電の方法

●電源スイッチを上にスライドすると、【welcome】
　と表示されて電源がONになります。
●電源スイッチを下にスライドすると、液晶が消えて
　電源がOFFになります。

※電源スイッチを上にスライドさせた状態で、
　「　　ボタン」の長押しで、電源ON・OFFすることも
　可能です。
※「　　ボタン」で電源をOFFにした場合、電源スイッチ
　を下にスライドさせるのを忘れないでください。

電源スイッチ

ON

OFF

6.電源のON・OFF

②充電用USBケーブル

USB TypeC
ポート

パソコンまたは
USB充電器へ

8.設定方法

●メニュー画面で「設定モード」に切替え、各種設定を行います。

⑴「　　ボタン・　　ボタン」で設定したい項目に
　合わせ「Mボタン」で選択します。
※選択前に戻る場合は「　　 ボタン」を押します。

⑵下記の手順で各設定を変更します。

〈充電中〉 〈満充電〉

本製品を充電してから使用してください。
⑴付属の充電用USBケーブルをパソコンや家庭用コンセントに接続したUSB充電
器(別売り)に接続します。
⑵本体側面のUSB TypeCポートに充電用USBケーブルを接続します。
⑶電源に接続されると、液晶の電池残量マークが点灯し、左から1つずつ増えます。
⑷約2時間で満充電になり、電池残量マークが全て点灯します。

welcome

●電源をONにするとメニュー画面が表示されます。
※電源ONにした際にメニュー画面にならない場合は
　「　　 ボタン」を押してメニュー画面に切替えます。

●メニュー画面で「　　ボタン・　　ボタン」を押してモードを選択し、「Mボタン」を
　押すとモードを切替えることができます。
　

ボタン Mボタン

ボタン

ボタン

再生・録音モード ラジオモード音楽モード 設定モード

7.モード切替え

ボタン

Mボタンボタン

【日期/時間】
●12/24h
時間の表示方法を「12時間」・「24時間」から選択します。

●日付け
①「　　 ボタン」を押し、編集する項目を点滅させます。
②「　　ボタン ・　　ボタン」で数値を合わせます。
③「　　 ボタン」を押して次の項目を点滅させます。
④同様に西暦、月、日、時、分、秒の全ての項目を設定します。
⑤「Mボタン」を押し、編集を終了します。
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一時停止
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音量設定

⑴再生・録音モードで「　 ボタン」を押します。
　【音量設定バー】が表示されます。
※【音量設定バー】が表示されて約2秒間何も操作
　をしないとマークが消えます。その場合は再度
　「 　ボタン」を押してください。

⑵「　　ボタン・　　ボタン」で音量を調節します。
※音量は0～15で設定可能です。
※0は消音です。

10.録音データの再生

11.録音データの削除
⑴停止状態で「　　ボタン・　　ボタン」
　でファイルを選択します。

ボタン

ボタン

ボタン

ボタン

ボタン

ボタン

ボタン

⑵「　　ボタン」を押すと再生されます。
　もう一度、「　　ボタン」を押すと
　一時停止します。

⑶「　　 ボタン」を押すと停止します。

再生モード設定

録音フォルダの切替え

⑴再生中・一時停止中に「Mボタン」を押します。

⑵「　　ボタン・　　ボタン」で【リピート】または
　【A-Bリプレイ】に合わせ、「Mボタン」で選択
　します。

【A-Bリプレイ】 ※再生中のみ設定可能です。
設定した区間内を再生します。 
Aの点滅中に、開始したい位置で「　　ボタン」を
押しBの点滅に切替え、終了したい位置で再度
「　　ボタン」を押します。
A-Bリプレイが設定されます。

※再生・一時停止・停止を行うとA-Bリプレイは
　解除されます。

【リピート】
ファイル・フォルダ・ランダム・オフの中から設定を
選択します。

録音

9.録音

●録音
　電源ONの状態で「録音スイッチ」
　を上にスライドすると【待機中】と
　いう画面が表示され、その後録音
　が開始されます。

●録音終了後、またはメニュー画面で再生・録音モードを選択すると、再生画面に
　なります。

●一時停止
　録音中に「　　ボタン」を押すと、
　【一時停止】と表示され、録音を
　一時停止します。　
　もう一度「　　ボタン」を押すと
　録音を再開します。

●録音終了(保存)
　録音中に「録音スイッチ」を下にスライド
　すると録音内容が保存されます。

録音スイッチ

録音終了

録音スイッチ

●録音停止中に「Mボタン」を長押しすると
　録音するフォルダを切替えることができます。

　フォルダはA・B・C・Dの4種類あり、「Mボタン」
　を長押しするごとに切替わります。

Mボタン

再生フォルダの切替え

●再生停止中に「Mボタン」を長押しすると
　再生するフォルダを切替えることができます。

　フォルダはA・B・C・Dの4種類あり、「Mボタン」
　を長押しするごとに切替わります。

Mボタン

フォルダ

Mボタン

データの削除

⑴再生画面で停止中に「　 ボタン」を長押しします。

⑵【選択ファイルを削除】【全て削除】【キャンセル】の
　いずれかに合わせて「Mボタン」を押します。
※【選択ファイルを削除】は選択中のファイルを削除
　します。

⑶「　　ボタン・　　ボタン」で【確定】に合わせて
　「Mボタン」を押します。

下記の操作を行うと、削除が実行されます。
ファイルを間違えないように注意してください。
また、必要な場合はバックアップをとってから
削除を行ってください。

ボタン

ボタン

ボタン

ボタン

ボタン

ボタン

ボタン
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16.仕様

〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1 TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381
CE/BA/HADaNo

サンワダイレクト

17.保証規定
1.保証期間内に正常な使用状態でご使用の場合に限り品質を保証しております。万一保証期間内で故障が
ありました場合は、弊社所定の方法で無償修理いたしますので、保証書を製品に添えてお買い上げの販
売店までお持ちください。

2.次のような場合は保証期間内でも有償修理になります。
　⑴保証書をご提示いただけない場合。　
　⑵所定の項目をご記入いただけない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。
　⑶故障の原因が取扱い上の不注意による場合。
　⑷故障の原因がお 客様による輸送・移動中の衝撃による場合。
　⑸天変地異、ならびに公害や異常電圧その他の外部要因による故障及び損傷の場合。
　⑹譲渡や中古販売、オークション、転売などでご購入された場合。
3.お客様ご自身による改造または修理があったと判断された場合は、保証期間内での修理もお受けいたし
かねます。

4.本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の損害については弊社はその責を負わないも
のとします。

5.本製品を使用中に発生したデータやプログラムの消失、または破損についての補償はいたしかねます。
6.本製品は医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器などの人命に関わる設備や機器、
及び高度な信頼性を必要とする設備や機器やシステムなどへの組み込みや使用は意図されておりません。
これらの用途に本製品を使用され、人身事故、社会的障害などが生じても弊社はいかなる責任も負いか
ねます。

7.修理ご依頼品を郵送、またはご持参される場合の諸費用は、お客様のご負担となります。
8.保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。
9.保証書は日本国内においてのみ有効です。

Ver.1.1

12.MP3プレーヤーとして使用する

●メニュー画面で「音楽」を選択し、音楽モードに入ります。

14.イヤホン・ヘッドホンの使い方

●付属のイヤホンや別売りのステレオイヤホン・
　ヘッドホン（φ3.5mmステレオミニプラグ）を
　イヤホン端子に接続します。

※イヤホン・ヘッドホンを接続すると、スピーカー
　からの音は聴こえなくなります。
※ヘッドホンをご使用になる時は、音量を上げ
　すぎないようにご注意ください。

●付属のイヤホンにイヤーパッドをかぶせます。

15.録音したファイルをパソコンで確認する

〈メニュー画面〉 〈音楽モード〉

④イヤーパッド

保証期間 6ヶ月 お買い上げ年月日　　年　  月　  日

担当者名

型 番: 400-SCNICR4BK

保 証 書

お客様 ・ お名前 ・ ご住所 ・ TEL

シリアルナンバー：

販売店名 ・ 住所 ・ TEL

イヤホンジャック

＜上面＞

⑴イヤーパッドの穴をイヤホン部に斜め方向
に入れます。

⑵イヤーパッドの下部を下方向に引っ張り
ながらイヤホン部に押し込みます。

録 音 形 式
マ イ ク ステレオマイク
内 蔵メモリ 8GB
対応メディア microSDカード（4～64GBまで）
再 生 形 式 MP3、WMA
電 源 5V/0.5A
バッテリー容量 230mAh

対 応 O S
Windows 11・10・8.1・8
macOS 13・12・11
macOS 10.12～10.15

録音可能時間 PCM10h、NC10h、
HQ9h、LQ13h

充 電 時 間 約2時間
再生可能時間 8時間
材 質 ABS
スピーカー 8Ω/0.5W
保管温度範囲 －10～＋50℃
保管湿度範囲 10～90%　結露なきこと

サイズ・重量 W98×D23×H10.5mm
約42.7g

Windows

⑴付属のUSB TypeCケーブルで
　本製品とパソコン接続します。
⑵パソコンに本製品が認識されます。
⑶「VOICE」フォルダの中に録音データが入っています。

＜microSDを挿入している場合＞
microSDカードにも「VOICE」フォルダと「MUSIC」フォルダが作成されます。

macOS

イコライザーの設定

〈メニュー画面〉 〈ラジオモード〉

※「MUSIC」フォルダに音楽ファイルやフォルダを入れると、MP3プレイヤーとして
　使用できます。サポートできる形式：MP3、APE、FLAC、WMA、WAV、AAC

●必ず付属のイヤホンを接続して使用してください。
　イヤホンがアンテナ代わりになります。
●ラジオの音はイヤホンのみで聞くことができます。
　スピーカーでの再生はできません。

13.ラジオとして使用する

●メニュー画面で「ラジオ」を選択し、ラジオモードに入ります。

⑴再生中・一時停止中に「Mボタン」を押します。

⑵「　　ボタン・　　ボタン」で【イコライザー】に
　合わせ、「Mボタン」で選択します。

※【リピート】【A-Bリプレイ】の使用方法は
　「9.録音データの再生」の「再生モード設定」と
　同じです。

【イコライザー】
再生する音楽のジャンルに合わせて、
最適化された設定を下記の中から選択します。
・ノーマル
・ロック

・ポップ
・ソフト

・DBB・ジャズ
・クラシック

Mボタン

ボタン

ボタン

ボタン

1 自動検索・・・自動選局してすべてプリセットに保存します。
2 プリセットに保存・・・現在の局をプリセットとして保存します。
3 FMラジオ録音を開始・・・ラジオの音声を録音します。
4 プリセットをクリア・・・プリセット設定を個別に削除します。
5 すべて削除・・・プリセット設定をすべて削除します。

ボタン
・・・周波数を
　手動で調整する

Mボタン
・・・決定

ボタン
・・・プリセットの局を
　変更する

WAV・MP3（32kbps192kbps）

※録音ファイルの日時は、
　本体で設定した日時になります。

⑴付属のUSB TypeCケーブルで本製品とパソコン接続します。
⑵パソコンに本製品が認識されます。

＜microSDを挿入している場合＞
microSDカードにも「VOICE」フォルダと「MUSIC」フォルダが作成されます。

※「MUSIC」フォルダに音楽ファイルやフォルダを入れると、MP3プレイヤーとして
　使用できます。サポートできる形式：MP3、APE、FLAC、WMA、WAV、AAC

※録音ファイルの日時は、
　本体で設定した日時になります。

⑶「VOICE」フォルダの中に録音データが入っています。
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